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研究成果の概要（和文）：ヴィッタル神に対する帰依（バクティ）の宗教として知られるワールカリー派は，13
世紀にマハーラーシュトラで成立し，やがてこの地域において最も影響力の強い民衆的な信仰集団へと成長し
た。本研究は，16世紀に活躍した学匠エークナートが，『バーガバタ・プラーナ』第11章に対する注釈書として
マラーティー語で著した『エークナーティー・バーグヴァト』を取り扱い，この派における帰依思想の発展経緯
を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Varkari sampraday which is known as a tradition of bhakti marga to the local
 god Vitthal was established in Mahatashtra in the 13th century, and developed into one of the 
influential religious circle in this area for a while. In this research project, I examined 
Ekanathi-Bhagavata which is a marathi commentary on the Bhagavata-Purana written by Ekanatha in 16th
 century, and considered its historical development of the theory of bhakti.

研究分野： 印度哲学

キーワード： 印度哲学　宗教学　ヒンドゥー教　バクティ　化身　教団　マラーティー語　マハーラーシュトラ
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 

古代インドで成立した『バガヴァッド・ギ
ーター』には，最高神への絶対的な帰依（バ
クティ）が説かれている。この最高神への帰
依という観念は，古代タミルの宗教詩人たち
の影響などを受けつつ発展し，後にサンスク
リット語の『バーガヴァタ・プラーナ』にお
いて，神への熱情的な帰依によって個人が救
済されるという帰依思想として結実した。古
代のヴェーダ文献に見られる祭式主義やウ
パニシャッド的な主知主義が，バラモン祭官
など一部の宗教的エリートたちにしか救済
の道を示さないのに対し，神への祈りと献身
的な奉仕が身分や性別を問わないあらゆる
人に救済をもたらすのだと主張するこの帰
依思想は，中世に生じたヒンドゥー教の大衆
化のプロセスにおいて，決定的な役割を果た
すことになった。 

とはいえ『バーガヴァタ・プラーナ』は美
文調サンスクリットで書かれた難解なテキ
ストであり，民衆がそれを直接理解できるよ
うなものではなかった。しかし 16 世紀にワ
ールカリー派の学匠エークナートが登場す
る。インド西部のマハーラーシュトラにおい
て 13 世紀に成立したワールカリー派は，こ
の地域のローカルな神格であるヴィッタル
神を信仰する民衆的な信仰集団であり，現在
にいたるまでこの地域において大きな影響
力を保持している。このワールカリー派は，
当初はバラモンやヴェーダの権威を認めず，
サンスクリット語を拒否し，中・低位カース
トに大きな支持を集めたとされる。そうした
状況下において，エークナートは『バーガヴ
ァタ・プラーナ』に対する注釈書『エークナ
ーティー・バーグヴァト』を，民衆の言語で
あるマラーティー語によって著して，ワール
カリー派の帰依思想を体系化したと言われ
ている。彼の注釈書は，単に『バーガヴァタ・
プラーナ』のバクティ思想を解説するもので
はなく，むしろそれまでの素朴なワールカリ
ー派の帰依思想やさまざまな宗教実践，教理
などを，サンスクリット的な帰依思想と接続
するようなものであったと思われる。エーク
ナートによって示されたワールカリー的な
帰依思想は，この派に大きな変化をもたらし
たと思われる。彼以降，ワールカリー派はア
ウト・カーストから正統的バラモンまで，あ
らゆる人びとを取り込む大きな宗教潮流へ
と成長することになった。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では，このエークナートが説いた新
しい民衆的バクティ思想の詳細を解明する
ことを大きな目的とする。そのために取り扱
うのは，彼の主要な著作でありまたワールカ
リー派における重要聖典の一つと目される
『バーガヴァタ・プラーナ』に対する注釈『エ
ークナーティー・バーグヴァト』である。こ

のテキストの主要箇所の部分的な校訂・翻訳
作業にもとづいて，このテキストの示す帰依
思想の全容を解明する。 
 そして次に，この『エークナーティー・バ
ーグヴァト』の思想を，13 世紀頃成立したワ
ールカリー派の初期聖典群（『ジュニャーネ
ーシュワリー』『ガーサー』など）や，サン
スクリット語で書かれた『バーガヴァタ・プ
ラーナ』をはじめとする諸々のプラーナ文献，
法典類などと比較して，エークナートの思想
史上の位置づけを明らかにする。初期のワー
ルカリー派が保持していたタントラ的な神
秘思想や，アンチ・バラモン的な宗教倫理は，
エークナートにおいていかなるものと位置
付けられたのかを考える。 
 そして最後に，ワールカリー派の教団史や
聖者伝（『バクト・リーラー・アムリト』『バ
クト・ヴィジャヤ』など），そして同時期に
マハーラーシュトラにおいて発展したマハ
ーヌバーヴ派の聖典群（『スムリティ・スタ
ル』『リッディプル・チャリトラ』など）も
参照し，中世のマハーラーシュトラにおいて
ワールカリー派のような帰依思想を信仰の
軸とする民衆的な帰依の宗教が，地域社会に
おいていかなる存在であったのか，その実態
と，教団に於ける帰依思想に位置づけなどを
考察する。おそらくカーストを問わず多くの
民衆を引き付けたこれらの帰依の信仰は，こ
の時期にさまざまな教団や聖地などを形成
し，さらに発展していったと思われるが，そ
うした地域社会における帰依の宗教の発展
の様子を明らかにして，帰依思想の社会的側
面を考察する。 
 
３．研究の方法 
 
『エークナーティー・バーグヴァト』を研究
するに際し，校訂テキストはすでに数点刊行
されているが，それらには問題が多く信頼性
に乏しい。それゆえ少なくとも重要箇所に関
しては，写本収集および校訂作業が必要にな
ることが予想された。 
 写本収集のために，三度にわたってマハー
ラーシュトラにおける現地調査を行い，プネ
ーをはじめとするいくつかの都市の資料館
などにおいて，写本の複写収集を試みた。す
でに本研究計画の立案以前から予備的な調
査は行っており，数点の重要写本の所在など
は確認済みであったため，現地での資料収集
はおおむねスムーズに行われた。また現地滞
在期間中は，その時点での研究成果をプネー
をはじめとする現地の研究者と検討するこ
とで，研究の精度を高めることに努めた。そ
して現地でしか流通していない関連テキス
トや二次資料なども収集した。 
 現地に滞在する以外の研究期間のほとん
どは，このようにして収集された一次資料に
もとづいて，すでに公刊されているテキスト
の読みを訂正する校訂作業と，翻訳作業に専
念することとなった。 



そしてこの基礎的な研究から，まず初年度
はまずこのテキストの七章以下に説かれる
帰依思想の概要を明らかにした。そして詳細
を明らかにし，さらにこの『エークナーティ
ー・バーグヴァト』の記述を，後代のマヒパ
ティによって記された聖者伝『バクト・ヴィ
ジャヤ』『バクト・リーラームリト』などと
比較して，エークナートおよび彼の帰依思想
が当時の社会の中でいかなるものとして位
置付けられたかを考察した。 

そして研究期間の二年目には，このテキス
トの冒頭部分に注目し，ワールカリー派の帰
依思想における化身概念の解明に注力した。
それと同時に，13 世紀に成立したワールカリ
ー派の聖典『ジュニャーネーシュワリー』や，
『バーガヴァタ・プラーナ』『バガヴァッド・
ギーター』などのサンスクリット聖典を参照
して，先行思想とエークナートの帰依思想の
関係性を考察した。 

そして研究期間の最終年度には，このエー
クナートの帰依思想を，ワールカリーと同時
期にマハーラーシュトラにおいて展開した
帰依の宗教マハーヌバーヴ派の聖典『スムリ
ティ・スタル』『スートラ・パート』『リッデ
ィプル・チャリトラ』『リッディプル・ヴァ
ルナナ』などのそれと比較することで，ワー
ルカリー派の帰依思想の特徴や，村落社会に
おける帰依の宗教の位置づけなどを考察し
た。 
 
４．研究成果 
 
本研究では，『エークナーティー・バーグヴ
ァト』第 1-2 章および第 7-10 章を中心に，
テキスト全体の 20％ほどを訳出し，その一部
については校訂テキストも作成した。この基
礎作業にもとづいて，『エークナーティー・
バーグヴァト』に示される帰依思想と，それ
を奉じる当時の教団やサント達に関して以
下のような研究成果がもたらされた。 
(1)『エークナーティー・バーグヴァト』に
説かれる帰依思想は，クリシュナ神への帰依
を説く『バーガヴァタ・プラーナ』の帰依思
想に依拠して，マハーラーシュトラのローカ
ルな神格であるヴィッタル神をクリシュナ
神と同一視する。この時，一なる最高神は地
上においてさまざまな姿を取って信徒を救
済するのだという化身観念が，きわめて重要
な役割を果たした。この化身という観念は，
後にマヒパティの時代にはさらに拡張して，
エークナートやジュニャーンデーヴのよう
なサント達もまた神の化身とされるに至っ
た。 
(2)エークナートによる帰依思想の体系化に
際して，初期のワールカリー派においてジュ
ニャーンデーヴやナームデーヴらが熱心に
主張されたとされるカーストや社会的身分，
男女の差異などの否定，神への帰依における
個人の平等性などの観念は，エークナートに
おいても主張される。しかしそうした主張は

必ずしも貫徹されるものではなく，一方で
『エークナーティー・バーヴヴァト』におい
てバラモン的な価値観や，伝統的なヒンドゥ
ー思想や祭式が必ずしも否定されいてるわ
けでもない。こうしたワールカリー的な平等
思想と，伝統的なバラモン的世界観の折衷は，
おそらく多くのバラモンや上位集団をこの
ワールカリー派へと導くことに成功したと
思われる。そうした二重性は，後代の聖者伝
においてもさらに顕著となっている。 
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